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ともに学ぶ教育学（その 2) 
Some Experiences in Teaching Education ( I) 
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荻野忠則
Tadanori Ocrno 
I はじめに
このテーマは，学生の状況にかみ合う講義の進め方を考えるときに，必然的に与えられるよ
うに感じられたものであった。 その第1回の報告は，この研究紀要の第22号 (1987）に掲載さ
れた。講義の組み立てと内容に加えて， 前期の実践状況と反省を述べ，教育愛にかかわる内容
について， 学生とともに学び，構築されたものを報告したのであった。
それから，ちょうど 2年を経過した。その間，講義は一貫して進められたが，日本の教育界
では，いわゆる第3の教育改革が一歩の歩を進めた。 中央教育審議会，臨時教育審議会を受け
て教育課程審議会の答申が昭和62年12月に出され，新しい学習指導領が平成元年3月に告示さ
れるに至った。そこでは，生命の根源に対する畏敬の念を育てることが正面から取りあげられ
ている。私には，それが今回の一番大切なものと思われる。ともあれ，その大きな流れの中で
「ともに学ぶ教育学」は鼓動を続けた。その第2回の実践報告である。
I 講義の経過と反響
講義の一貫した進め方は，講義が教育学や教育方法論の，ひとつの実践事例としての進め方
であった。学生は，講義の内容からも学ぶであろうが，教授者そのものから教師論を学び， 講
義のしかたそのものから教育方法を学ぶにちがいないと思うからである。
その進め方の特徴としては ①個性対応のため，出席カー ドを兼ねて毎時レポートを提出
させ，目を通し， 一言書き添えて，次回の講義には返却する。 ②毎時レポー トに見られる
学生の反応によって講義を改善（授業評価）する。 ③ 講義の内容は，l講l単元とし，イ．
テーマを掲げる ロ．対応する教科書のページを示す ハ．話の運びは起承転結にわけて配列
展開する ニ．その転のところには計画的に例話を入れる。 ④毎時の始めに童謡唱歌など
ー曲を選び，テーマソングと称して全員で、歌ってリラックスするとか，講義途中に学生の疲れ
具合によって簡単な体操をして気分の転換を図る。 ⑤教授メディアとして，歌や説話のほ
かに，毛筆で書いた掲示物， 図，絵及び実物のほか，板書の構成や色チョークの使用，ビデオ
の使用にも留意する。等であった。
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1.経過の中で改善されたのはどんな点か
第一に，第1回目の講義のとき 「講義計画表」を配布してから始めることにしたことがあげ
られる。その講義計画表には「ノー ト等点検尺度（紀要第22号 P.87 所載）」を含め，学生
の学び方に拠り所を与えるようにした。第二に，毎時レポートに書いてやれる分量が1年めよ
り多少増し， それだけ，学生の励みも増したように思われる。第三に，座席の決め方に名簿番
号順をとり入れることにしたことがあげられる。この場合，眼や耳の都合で前の席になりたい
学生や，何かの故障である時間だけ前の席になりたい学生のために特別席を用意する工夫も大
切にしたことであった。座席表を作成印刷することは容易ではないが，座席表で自分の席が明
示されることによって，学生が自分の存在感を感じたとする者が多くなったように思われる。
2.教科書ノートに取り組んだ者の反響にはどんなものがあるか
講義では，教科書の解説はあまりしていない。むしろ，講義で強調された考え方をもとにし
て，教科書を自分なりに読み抜いて，その理解をノート上に再構築するという自学の材料とし
て教科書が使われている。それが 「教科書ノート」作りである。それは決して安易な学び方で
はない。 しかし学び得たときの効果は大きいことを学生の巧まざる告白が物語っている。
（学生21)（前略）教科書ノー 卜などは，私にとって，本当にきっかった。部活に入っている
ため，毎日，家に着くのが10時すぎになり，疲れて寝てしまうことが，しょっちゅうでした。
でも，どう してもやりとげたくて頑張りました。字はきたないし，感想の内容も乏しく，先生
の期待にはこたえられないと思います。ごめんなさい。……私は，指にタコができるほど頑張っ
たのは初めてです。こんな私でも，やればできるんだということがわかりました。
ここでこれも， やっと成功です。……先生のおかげです。ありがとうございました。
0 0 0 0 0 0 0 
(A) 何とすばらしい感想でしょう ／ あなたの成功に心からの祝福をおく りたいと思いま
す。（後略）
（学生22) 教科書ノー トづくりを終えました。講義の中で， ちょっとした疑問は先生が解決
してくれていました。それで，すべてが理解されたように思いました。けれど， この一冊の教
科書は書ききれぬ程の知識を与えてくれたのです。まとめていく中で，先生はこのことがいい
たかったのかと何度も感じ，より深く理解を重ねることができました。特に 「生徒指導」につ
いては，私の誤解がとけ， と同時に誤解を与え続けた学校の教師に， もう一度この教科書を読
み直してほしいと切に感じます。……けれど， この教科書は教育学であり， あく までも手引書
であります。子どもたちとふれ合い，自己を磨いていく教育をしていきたく思います。それが
私たちの使命であり，子どもたちが求めていることなのだと，今思うことができま した。
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
（学生23) やっている最中は，めんどうくさいと思っていたが，終わってみると，少しは頭
の中に残っているのがわかる。 l冊の本をまとめてみて，教育が子どもにとても大切なものだ
ということがわかった。日本では法律でこれらのことが細かく決まっていて，就学率がとても
高いということは，とてもすばらしいことだと思う。 これからは，法律の中身ももっとよく勉
強してみたい。
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（学生24) （前略）教科書ノートをやりながら，教育について，今までいろいろな人がいろ
いろな考えをもって，今の教育ができあがっていることを実感しました。私は今まで， 1つの
意見を信じきっていました。いろいろな考え方があり，自分の考えがまちがっていることに気
づきました。固定してしまうことはいけないことです。とどまるのではなく，発展していくこ
とが大切なのですね。ソクラテスのように教育のために死んでいったような人もいることがわ
かりました。私たちは，今までつくりあげられてきたいろいろな人の意見を理解し，もっと確
実で豊かな教育をつくりあげていく必要があるのですね。（後略）
3.課題と自己課題の効果にはどんなものがあるか
課題は教科書からも一部出されるが，多くは副読本から出される。副読本は講義をしている
私の著作であるため，身近な者の肉声を聞くような感じで取り組むことができるという。それ
だけに，課題，自己課題，教科書ノートの中では，どの学生にも最も力の入るところになって
いる。その反応の一部は，いのちの尊さにかかわって，この論文の後段でとりあげるであろう。
自己課題は，文字通り学生個々の必要や感性でとらえられる課題で，千差万別である。一番
多いのは，新聞の記事を切り抜いて貼り，考察を加え，感想を書くものである。読書記録，体
験文，詩，小論文，文字の練習，熟語や諺の収集，教育用語の辞典等による確かめ，教育史上
の重要人物の伝記要約，講義の方法や内容への感想や意見，はては座右の銘の揮重量や布製の創
作絵本などにまで及ぶ。毎時レポートによる師弟交流から発展するものもある。その一例を見
ょう。これは「ガイダンスの機能と方法」というテーマの講義の発展である。
〈学生25) 子どもの可能性の扉を開くのが，先に生きる先生の役割りだという ことを前に学。。
びました。私が保健の先生になったとき，正しい指導 （カYダンス）ができるか心配で、す。自
分自身の心を育てていくには，どうすればいいですか。私も先生のように，正しい指導ができ
るようになりたいとJ思います。
(A) そうですね。あなたは実に素直に，要点をおさえて学んでいますね。私は，とてもた
のもしいと思います。……自分自身の心を育てていくのには，大切な行（ぎょう）が，いくつ
もあるだろうと思いますが，「心育て」の中に書いた，宗教的情操の 5か条など，最も大切な
ように私は思っています。
〈学生25) 〈自己課題：自分自身の心を育てていくために〉 宗教的情操の 5か条① 人
間直視（自己を深く内観し，そこに，とらわれのないあるがままの世界を見る。そこに単なる。。。。。 。。。
自己の姿のみでなく，世界のすべての人の姿を見ることができるようになった時，その人は，
大いなるものにつながる人となる。すいも甘いもかみわけた人間通の生活が生まれる。） ② 
0 0 0 0 0 
人間信頼（人聞が，良きものも，よからぬのも，霊性も肉体も，そのまま認められ，ゆるされ
る世界。底知れぬ寛容の世界。） ③謙遜（あやまりながら善をなす。「人見るよし，人見ざ
るもよし，我は咲くなり」の静かな美しさ。） ④実行力，勇気（少しもりきまないようで
ありながら，断呼としてわが道をいく強さ。静かな献身の生活。） ①感謝の生活（「おかげ
さまで」とほほえみうる生活。苦境に立った時，その苦境にさえ手を合わせうる生活。悲しみ
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の教訓をかみしめ感謝できる生活。） ……ポイ ントの言葉を拾うと 「あるがままに認める。信
頼するほかはない。あやまりながら，いいことをさせてもらう。おかげさまで。」となると思
います。（中略）この5か条をまとめていきながら，荻野先生を思い出しました。先生のポリ シー
というべきものなのだと思いました。この5か条は，人間の心を育てるために必要なことだと
いうことが，よくわかります。しかし，自分に欠けているものが多すぎて，自分の未熟さを感
じています。これから自分の心を育てていくうえで，大事にしていきたい。そう思います。そ
して，少しでも，荻野先生に近づく ことができたら，うれしいと思います。
4.「一読の価ある書は再読の価あり」
これは， MorleyJohn （イギリスの政治家・作家 1838-1923）の名言である。 講義もま
た再聴講の価があれば，うれしいと思う。
この春の卒業生で，念願があって聴講生になったIという学生がいた。Iは1年生のときに
「教育学」の単位をとれた学生であった。 「先生の教育学を教室の後ろでいいですから，もう
一度聴かせてほしい」と Iはいう。「あなたは既に教育学は履修ずみでしょう。もう一度聴く
といっても内容はほとんど同じものですよ。それよりは，あなたが履修していない2年生の教
育方法論の方を聴いたらどうですかJと私はアドバイ スを試みた。Iはいう。「方法論の時間
とは，私の聴講生の目的にした講義と重なっています。教育学の時間なら聴けるので，聴かせ
てほしいJと。Iは，結局，1回も欠かすことなく教室の後ろで聴いていた。勿論，熱心にノー
トもとり，毎時レポートも提出した。その姿はすがすがしいものであった。
Sは昨年前期に 「教育学Jを極めて優秀な成績で履修し終えた学生であった。 Sは不幸に
も体をこわし，体育コースから養護コースへと転科することになった。そして，今年度は養護
コースの1年めから再出発となった。 SもIのように，単位はいらないのだけれど同級のも
のと一緒に教室の後ろで聴かせてほしいと願い出てきた。 Sもl回も休まず講義に参加し，
最終の講義のあとに次のような文を寄せた。
（学生26) （前略）その講義が，たとえ昨年と同じことをしていたと しても，毎回毎回， 新
たなこととして，どんどん入ってくる様な気がしました。なんだか，普通の人よりも 2倍も多
く学びとれたような気持ちです。 ……先生は最初の講義の毎時レポートに「転科ができて，お
めでとう。あなたの胸に， 転科した甲斐があったという喜びの真赤なパラが咲く日のく ること
を，心から祈っております。」と書いて下さいました。（そういえば，その日のテーマソングは
「パラが咲いたJでした）。私は今まで，ずっと教師になることを夢みてきました。とは言っ
ても弱気で 「なってはみたいけれど無理だろうな。一応教員採用試験は受けるが，一般企業に
でも就職できればいい。」という気持ちが心のどこかにあったのです。でも，不思議ですが，
転科できて講義を聴く うちに，「私は，どうしても教師になりたいんだJという気持ちになる
ことができたのです。私の友達に，私と同じように教師に憧れ，教育大学を受験しましたが，
失敗し，泣く泣く，その夢をあきらめた人がいます。（中略）そんな中で，私は本当に幸せな
人間だと感じました。これから，どのようになるかわかりませんが，とにかく，私は色々なこ
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とをもっともっと勉強して，多くのことを学び取っていきたいです。先生は最終講義の時に，
「成功とは成功するまで続けることである」とおっしゃいました。私は，甘くはないと思いま
すが，やれるだけのことは，いつも強気で，思いきり頑張ってやってみようと思います。（後略）
(A) よくぞ，この感想，書いてくれましたね。ありがとう。あなたの今の気持ちが，しみ
じみと私の胸に伝わり，とてもうれしく思っております。ひたむきにお進み下さい。
5.ともに学ぶことで，成績は向上しているか
昭和62年度前期と平成元年度前期の「教育学」及び「教育方法論」の成績を比較してみよう。
何れも平均は平成元年度の方が上まわって
いる。その変化に一番かかわるのは，課題，
自己課題及び教科書ノートのいわゆる自学
部分である。その自学部分の成績分布の変
化を調べてみよう。
表1は，その体育コースのデータである。
表題の4, 3, 2, 1, Oは，ノート等点
検尺度 （前出）の2の記述尺度によるもの
である。差の有意性の欄には，平成元年の
比率が高くなったところに＋，低くなった
ところにーを書き，その差が有意のときは
Oで囲み，著しく有意なときはOで囲み，
有意でないところは空欄としている。表2'
表3も同様である。
体育コースでは，圧倒的に多かった 2の
比率が下がり，有意とまでは至らないが4
の比率が高まっているように観察される。
少しではあるが，よい変化といえるのでは
あるまいか。
表 2の養護コースでは，昭和62年度に
あっても，4が半数を超え，随分良好な自
学状況が見られたのであったが，平成元年
度になると，さらに大きく望ましい自学状
表1 自学の成績分布の変化（体育コー ス）
＼＼ 4 3 2 1 。 計
1987年前期 16 24 50 17 1 108 
14. 8 22. 2 46. 3 15. 7 0. 9 
1989年前期 30 28 39 25 1 123 
24. 4 22. 8 31. 7 20. 3 0. 8 
差の有意性 θ ｜／ 
上段は人数，下段は%
表2 自学の成績分布の変化（養護コー ス）
＼＼ 4 3 2 1 。 計
1987年前期 103 55 30 5 。 193 
53. 4 28. 5 15. 5 2. 6 
1989年前期 163 21 7 。 。 191 
85. 3 11. 0 3. 7 
差の有意性 ⑥ ＠ ＠ ［／ 
上段は人数，下段は出
表3 自学の成績分布の変化（初等2年）
＼＼＼ 4 3 2 1 。 計
1987年前期 15 35 74 19 。 143 
10. 5 24. 5 51. 8 13. 3 
1989年前期 114 15 4 2 。 135 
84. 4 11.1 3. 0 1. 5 
差の有意性 ＠ ＠ ＠ ＠ ｜／ 
況に変化したことが，示されている。 上段は人数，下段は拓
表3の初等教育学科2年のデータは「教育方法論」についてのものである。その成績分布の
変化は劇的といってよいであろう。この変化の要因には，講義の改善も多少かかわるであろう。
この点は，表1表2のコースとほぼ同じである。だから，ほかにも要因がある筈と思われる。
初等教育科の経営がかかわっていると思うのであるが，明確な分析はでき難い。ひとつ大きな
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出来事は，昭和63年度からの教育実習の時期の変更である。講義半ばの 6月に，3週間の教育
実習に出ることになって，それが教育方法に対する緊張感を高めるであろうことは，考えられ
ることである。それが実習の前後のみでなく，教育方法論そのものの自学に，どのくらい寄与
するものであるかはわからない。ともあれ，望ましい変化が見られたことを喜びたい。
ところで，この変化の結果，養護コースの教育学と，初等教育学科の教育方法論との自学成
績の分布が，ほとんど同じようになったということは，興味深いことである。
さて，前回に続いて毎時レポートによる学生との対話から生まれる「ともに学ぶ教育学」 の
内容に進んでみよう。毎時レポートは講義の内容を反映するばかりでなく，社会の出来事を反
映し，社会のニーズにこたえる教育学へと向かうのうに思われる。たとえば， 2年前にはほと
んどなかったのに，今回多くとりあげられているものに「生と死」 「いのち」「残虐」がある。
m 生命（いのち）を巡る教育
1. 今，いのちの教育が問われている
生物の生と死を分ける「いのち」の概念から，地球の生命というように用いられる生命をい
のちと読ませたり，高村光太郎の詩のように魂をいのちと読ませる概念まで， 人聞がもちうる
いのちの概念は広く，かっ深い。また，それは，私人ひとりの今どう生きるかの問題から，全
人類の過去，現在，未来の問題にまで及ぶ。
(1) 残酷，自殺，シンナ一死は防げないか
うさぎの受難が相ついで全国に大きく報道された。それは国内のみでなく，イタリヤの何万
匹のうさぎの処分にまで及んだ。汚染された草を食べたからだという。コンク リー卜詰めにさ
れた女子高校生の死，アベック殺人事件， ロリコンにかかわる相つぐ幼女殺害の事件等々，い
のちを巡る事件の密度が濃いように感じられる。学生の関心と反応は極めて多い。
〈学生27) なぜ，このような残酷な事件が起きるのだろう。生き物をプールに投げこんだり，
バケツに突っこんだり，地面にたたきつけたりと，人聞のすることではない。私たちと同じよ
うに生きているんだと考えると，そんなこと，出来るわけがないと思う。小学校では道徳の時
等で，そのようなことに対する人間らしい理解をさせなければ 「道徳」の意味がないと思う。
この学生も，単に他に責任をいうのではなく，教師をめさす自己の課題として考えているの
だと思う。自分の内面に光をあてながら考察する学生が多いことは，この世相の中にあって，
一条の光明のように感じられる。その1' 2を見ょう。
〈学生28) （「釧路では中 I飛び降り」の記事について）最近自殺する子供が急激に増加し
ているように感じます。 何故でしょうか。（中略）人は誰でも，生きている限り辛いことは沢
山あります。あるいじめの中で辛かった日を思い出します。 小学校5'6年のとき 6人グルー
プでいつも行動していました。グループには必ずリーダー格の子がいます。その子は毎朝 1人
をその日のターゲッ卜に決めるのです。 ターゲットにされた子は，その日1日はずされるので
す。そのはずされ方は，内緒話をされたり，無視されたり，机の上を水て、いっぱいにされたり，
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etc ，もうその日 1日がとても長くて辛かったのを覚えています。もちろん，私がターゲッ卜
ではない日もあります。そんな日は，他の子が同じように辛い目に合わされるのです。自分が
ターゲットにされて辛さがわかっているのに，リーダーにさからうことができずに，他の子を
辛い目に合わせてしまう。そんな自分が，とても嫌いでした。自分の弱さがとてもいやでした。
そんな毎日が2年も続いて，死ねたらいいな，なんて思ったこともありました。でも私は死ね
ませんでした。自殺する人には死ぬだけの力がある。それなら，生きてその辛さに立ち向かえ
るだけの勇気も持っている筈です。だからがんばって生きてほしい。（後略）
〈学生29) （前略）私もシンナーにとりつかれている級友を何人も知っていた時がありました。
しかし，止めさせることも，先生方にいって手を打ってもらうこともできませんでした。先生
方に知らせることは正しいのだと思いながらも， 一方では，先生方にいうのはとても悪いこと
なのだと思う気もちが，不思議にも私の心を占領していたのだと思います。級友のほとんどが
シンナーにとりつかれている子のことを知っていましたが，誰ひとり先生に告げる人はいな
かったのです。（後略）
〈学生30) （前略）そういう中で平然としている自分がなさけなく思います。自分が大切で，
周りも同じように動いている中で，どうすることもできずにいることもしばしばなのです。で
も，こんなことがありました。中学生のとき，クラスメー卜がシンナーの中毒状態で学校に来
たことがありました。私はlレーム長をしていたので，担任の先生に知らせに行きました。もち
ろん，その子の為を思ってです。私は何の得にもならないことなのですから。けれど，その後，
その子のグループと私のグループのけんかになりました。彼女たちが言うには「いいつけて楽
しいか。J「あんたは，そういう人だったんだ。みそこなった。」などと。私は廃人になるのを
防ぐためと思ったのに，こんなふうに言われるなんてショックでした。言わなければよかった
とも思いました。しかし，私はあやまりませんでした。（中略）数日後，彼女が私のところに
来て「ごめんね。ありがとう。」と言ってくれたんです。それから 2人でいろんなことを話し，
一緒に笑い，泣きました。本当にあの時，心の底からよかったと思いました。今，彼女は働い
ています。時々会えます。「あの時言ってくれなかったら，今の私はないだろう。」と言ってく
れます。（中略）この所感を書きながら，今まで忘れていたことに気がつきました。本当に他
の人を思うのなら，自分をも犠牲にできるんですね。私もそうしていたんです。また，人のた
めになれるように毎日努力していきたいと思います。
(2) 700の命が危い
これは，学生が切り抜いた記事の見出しである。道内の今年上半期（ 1～ 6月）の交通事故
の死者は，昨年同期比で 4割近く増え，このペースでは，年間死者数が700人の大台に乗りそ
うだというものであった。学生は「25歳未満の若者が起こした事故が全体の 3割以上を占め，
昨年比の5割増」というところに傍線を入れていた。
（学生31)（前略）今年3月15日に私はクラスメートを事故で亡くした。卒業式からわずかの
10日で亡くなってしまった。（中略）スリッフで電柱に激突，首の骨を折つての即死だった。
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私の友達（男の子）は助手席に乗っていた。運転者は中学時代の友達で，免許を受け取りに行っ
て， わずか3時間後の事故であった。私は，人間の命って，本当にあっけないなと思った。友
達が亡くなったということで，みんな気をつけてくれるだろうと思っていたのはつかの間，す
ぐ，ほかのクラスの男子が重症（傷）になった。（中略）まさか自分が……と考えているから
だろう。私は，来年免許をとろうと思っている。2度と，このような惨事が起こらぬように注
しかし，相手が突っこんできたらおしまいだ。 車というものがあるかぎり， 死亡者意したい。
はなくならないように思う。
他の学生は 「日本人として初めて米国の自動車の殿堂入りが決まった本田技研最高顧問の本
回宗一郎さんが『学校で交通道徳を骨の髄までたたき込むべしJという持論を吐いている。単
なる交通ルールではない。 死生観を，という意味だろう。人聞は自分の死に関しては遠い世界
のものと考えている。とく に健康な若者はそうだ。が…… （中略）そうした生と死の落差を子
供心にしみ込ませることが必要な時代と思う。」というコラムに目をとめている。
〈学生32) 私がこの記事を選んだのは（中略）7年前，私が小学校6年生のとき，父が交通
事故で亡くなったからです。（中略）本当に毎日毎日，生と死の瀬戸際にいるって感じに思え
てきます。
(3) 人聞の命と他の動物の命は，どう同じで，どうちがうのか
これも，命を巡る教育では，避けて通れない課題である。 私の学んだ小学校の冬の行事の中
に「うさぎ狩り」があった。 雪原と雪林で野兎を狩るために大きく人の輪で囲み，うさぎを追
い出して， その囲みを縮めていき遂に捕護する。 それを持ち帰って学校で兎汁を頂くというも
のであった。あんなにおいしい肉のおっゅは絶後だと感じている。だが，これは命の尊さを考
える時，蛮行だったというべきなのだろうか。「ゃれ打つな， はえが手をする足をする」とい
う一茶の句には，誰もが優しさを感じ，一茶の情感を好ましく思う。しかし，蚊におそわれた
とき容赦しておられないのも一般に認められるところである。どこかに，健全なバランスが認
められるのではあるまいか。
（学生33) 「えさが足りないから」といって，ウサギを生き埋めにしていまうなんてひどい
と思う。子どもたちに，生命の大切さを学ばせなければならないのに。他に方法はなかったの
だろうか。 将来，人口が増えて食糧が足りなくなったら，ウサギのように小さくてかわいい子
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供達も 「ごはんが足りないからJの一言で埋められることになるのか。
〈学生34) （「やめます／動物実験」という米化粧品メーカー の記事について） この記事を
読んで，人聞は何ておそろしいことをしてきたのかと思った。いくら人聞の使う物の害をなく
しようとするにしても，生きている物，とくに言葉のしゃべれない動物で実験してきたなんて
ひどいと思います。一刻も早くやめてほしいです。
(4) 「21世紀はおばあちゃんの時代」という。 延びる寿命には支えがいる
学生が切りぬいた記事の見出しはおばあさんの時代となっていた。 2010年の平均寿命が女は
85. 95歳，男は78.86歳だと推計した厚生統計協会の委託研究の紹介記事であった。 寿命とはめ
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でたき命のことだというが，それはどのようにして支えられるのであろうか。
（学生35) （前略）これから老人になる人々の問題もありますが，それを支える私たちにも
切実な問題があると思います。寿命が延びることはよいと思いますが，それだけ多くの人々が，
このせまい日本で，資源のない日本で生活しなければならないのです。赤ちゃんだって，これ
から沢山生まれると思います。そうなると，この問題は，日本全体としての大きな課題です。
(5）環境破壊は地球の生命力を縮め人類のいのちをおびやかす
6月5～11日は環境週間であった。世界自然保護基金（ WWF）が，日本の熱帯材輸入に
注文をつけた記事に関心を寄せた学生がいる。木材について日本は需要の7割を海外に頼り，
世界の木材貿易の2割を買い占め，熱帯材の貿易量の約3割は日本が輸入しているという。海
外から森食い虫といわれる現状をいつまでも続けるわけにはいなない。黒字べらしだから，何
でも輸入を増しましょうとか，どんどん消費しましようとはいっておられない。
（学生36) （前略）私はこの北海道に住んでいて，とてもよかったと思います。多くの自然
に固まれて，空気も澄み，排気汚染も少ない。しかし，多くの材木が失われていることは事実
であると思う。木は，何十年，何百年もの月日がたたないと大きくなりません。木を 1本切る
ことで100年もの長い月日が失われるように感じます。私たちが生きていく上で必要な資源で
あることはよくわかりますが，環境そのものも 1つの資源であることを忘れてはいけないよう
に思います。だから，原子力発電も私はいちがいに反対できません。（後略）
(6）物の生命を生かす教育が手うすではないか
l枚の板切れでも生かして使用すれば，材木の浪費の一片を救いうることになろう。物を大
事にすることが，見直されねばならない時になってきた。
〈学生37) 生物だけが命あるものと考えず，あらゆる物（机，いす，ゆか）に命があると思っ
て接すると，ちょっとしたよごれなども「ああ，よごれちゃってかわいそうに」とか，「この
汚れで腐敗が進んでは机の寿命が縮まるなJとかいって，心をこめて拭けるようになる。子供
にそのことを知らせる前に，まずは，親，又は教師が，そのように気持ちになって，子供と共
に拭いながら，気付かせるべきであろう。もし，どの子も「物の命」に気付けば，公共物をむ
やみにこわしたり，落書きするなんてことはなくなると思う。しかし，中には，素直になれな
れない子供もいて，「物の命」のこともばかにしたり，実行している子供のじゃまをする子も
出てくると思う。そんな時の対応も教育学で考え，いろいろな子供に接していれば，きっとわ
かる日がくると思う。（後略）
(7) グローパル・パートナーシップで命の幸せを考える
海部首相が初めての日米首脳会談に臨むとき，グローパル・パートナーシップという言葉が
電波に乗った。既にこの精神で考えている学生も少なくない。「路上に生きる子供に理解を」
と題するユニセフにかかわる論説を切り抜いて考察している学生がいる。「死刑制度，黒人差
別に強い憤り」と題するテレビ批評記事を切り抜いて考察している学生もいる。路上を働きの
場，もしくは生活の場としている子供たちは「ストリート・チルドレン」と呼ばれている。国
132 荻野：ともに学ぶ教育学（その 2)
連児童基金 （ユニセフ）の89年版年次報告では，働く子供たちは世界で1億4,500万人，街頭
で生活する子供たちは1億人と推定している。 小学生の92%が自転車を持ち，82%が腕時計を
もっという日本の子供とストリート・チルドレンとの差はあまりにも大きい。
（学生38) 日本はなんて平和なんだろうかとつくづく感じた。以前講義で 「あたりまえJの
話がありましたが，この記事のように，寝る場所さえ与えられない子供がこんなにいるのだと
思うと，とても今の生活を「あたりまえ」ということはできません。自分のことだけを考えて，
世間や世界が見えなくなってしまうのでは，あまりに情けないように思います。
（学生39) 悲しい気持ちになりたくないから見ないと思っていましたが，他の番組がサスペ
ンスドラマなどで，NHKでもいいかという感じでつけたら，結局見てしまいました。（中略）
無実だと訴えながら，しかし死刑になってしまった人 の々気持ち，死刑という刑罰について，
人種差別などが，私の胸に刻まれました。かわいそうだという気持ちもありました。しかし，
それ以上のことが私の胸に刻まれたのです。 （中略）世界各国で，このジョンソンさんのよう
に悲しい最後を迎える人がいなくなるようにと切に思いました。死刑の良い悪いはよくわかり
ません。しかし，私はこの刑罰に反対です。人が人の命を奪う犯罪を犯したからといって，そ
の人の命を奪ってよいのでしょうか。 死んで罪をつぐなう方法は妥当でしょうか。（中略）し
かし，罪をつぐなおうという気持ちを持たずに刑期を終え，また犯罪を犯す人達が沢山いるこ
とは，とても悲しいことだと思います。
(8) 「死Jと対面し，「生」と対面する
〈学生40) 命ってすごく大切なんだなあと思います。私が小学校6年のとき，大好きだった
おばが死んだ時，まだ死というものがよくわかっていませんでした。しかし， 骨になってしまっ
たおばを見たとき，あまりにも変わり果てたおばの姿がショックで，わんわん泣いたのを覚え
ています。（後略）
「わが家で出産」という記事に感動した学生がいる。自宅分娩にこだわり続けているという
苫小牧の斉藤さん一家の実践紹介の記事であった。中3の長女を介添役に今回第九子を見事分
娩した。 「生命の大切さを肌身で感じとってほしいjというので子供達全員が立ち合つての出
産であった。
〈学生41) おどろきま した。生命の尊さ，人聞の生きる力の強さを感じました。
(9）学校の中で生命の尊さを教える課題にはどんなものがあるか
新しい指導要領には，道徳の目標の中に「生命に対する畏敬の念をjと明示され， 各学年ご
との内容に 「ウ，主として自然や崇嵩なものとのかかわりに関することJとして，それぞれ3
項目ずつの記述がある。これらの項目の指導をする立場に立つ教師が，その指導の根底として
理解し，かつ理会しておきたい課題をまとめると，図lのようになった。これは，この論文の
姉妹篇としての 「学校教育の中で生命の尊さを教えるJの中で論究したものである。
以上のように，今問われている 「いのちの教育」の課題は広く，かっ深い。 しかも，これら
は，知識をもてば対応できるものではなく，教師の身に体現して心術となってこそ対応できる
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（自己課題 「若年化し〈学生42)
てきている自殺行為について」）（前
略）私が去年， 受験に失敗した時，
道教育大に行く ことが生き甲斐だっ
た私は，浪人を認められていなかっ
た。死のうと思いました。道短工芸
科に拾ってもらうことができたけれ
どうやって死ぬか，考えぬい遺書を書いて，もうどこにもいけず，それもけってしまい，
?
たのです。結果は，両親が浪人を認めてくれ，私にはまた道教育大と弘前大に向け，生き生き
目標のある者にとっては，浪人生活と勉強を始めました。浪人生は辛いと思われていますが，
し
かし，私はもう死のうなんて考えませんでした。どう してなのかな？……私は， 生きることを
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生き甲斐にしたからです。 ……両親が浪人を認めてくれた時，私の命は死から立ち直れました。
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そして浪人生活の中で，生きて学んでいることが私の生き甲斐なんだ，
今春，確実合格圏にもかかわらず，不合格。ところが、，は実に充実している毎日なのです。
と感じとったのです。
すばらしいことなのだ。 けれど，死を否定しているわけではない。生きているということは，
今を生きていくべきである。もはや指示できない死がやってくる時を見据えて，自分の力では，
……良い大学にいって良い会社に入って良い家庭をもってという単純な目標は確かに必要であ
その根底に，生きるすばらしさをもてる人間となれるような教育が不足している。る。けれど，
今，教育は求められている。 「生きること，多くの人々と共存すること，道徳とは何だから，
なのか。1……子どもの無言の行為は， 教育者たちへの叫び声なのかも知れない。
いのちを巡る教育のための教育学の要点2 
そのような教師を育てるための教育学 （方法論を含む） の講義と課題資料の要点を整理して
みよう。
人の命と魂の根源への理念を育くむ
）???（
「母は心の原点を培う」「このからだはただ（直） もらったj「ミドナポールの森の少女」な
すべての講義の理解と理会を支えどの例話から始まる（1）の内容は，教育学全体の基盤となり，
るものとなっている。
私はミドナボールの森のオオカ ミ少女のお話で，人聞はすごい．ゲと感じました。〈学生43)
もしかしてサ
きっと森の中で 「キッキッキィ 」ーとか 「カ、オー（クマは
こうやって感想文を書いているけれど，私も人間の母親に育てられたからこそ，
ルやクマ etcに育てられていたら，
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どうなくのでしょうけ といっていたでしょう。私は，人間として生まれ，人間として育てられ，
人間として今生きていることが，とてもうれしいです。
〈学生44) 三歳までの子供は，母親に似る世界にいます。 私の知り合いに，自分の嫌いな物
を子供に食べさせない母親がいました。 私は，その時小学生だったのですが， 本能的にそれは
いけないことだと思い，その母親に 「おばさんが嫌いでも，この子は好きになれるかも知れな
いよ」と生意気にも言ったのです。するとその母親は，子供の私の言葉をとても素直に受け入
れてくれ，母親自身をその食べ物を食べるようにするとさえ言ってくれました。私はとてもう
れしかったのを覚えています。（中略）その母親の子供は，とても素直で，面倒見の良い子になっ
ています。
(2）生きる力の機構と幸せについて
〈学生45) 「生きる」＝ （外延）×（意味）×（生命）という式を見て，なぜ 「×」なのだ
ろうと思いました。なぜ「＋Jではないのだろうと思いました。しかし，やっと理解できまし
た。外延にしても，意味，生命にしても，そのどれかlつの値がOになったら，生きるという
値も 0になるということなんですね。また，その反対に，外延，意味，生命が大きくなればな
るほど「生きる」という力が大きくなるのですね。 3っともではなくとも，どれか1つ大きな
値をなせば，生きる力はどんどん大きくなる。すごいことだと思います。……生きるというと
てつもなく大きなことが，1行ほどの式になってしまうなんて驚きですけれど，この式の奥に
ある意味はとてつもなく広いと思いました。（後略）
〈学生46) お鶴ちゃんの話を読んで，人聞は，せっかく与えられた命を粗末にしてはいけな
いと思いました。 私も死にたいと思ったことは何度もありましたが，今こうして大学に来てる
のも，私を育ててくれた父がいたからだと感謝しています。 ……私の父は，小さい頃からとて
も苦労を した人です。（中略）末っ子の私が2歳のとき離婚して，父は1人で，私たちきょう
だい3人を今まで育ててくれました。私も， 2歳のときですから，母の顔も覚えていなくて，
さびしいと思ったことは何度もあります。夜はふとんの中で泣いたこともありました。吉森こ
ずえさんは，そんな不自由な体で，自分のことを不幸だと思った事はないと思うなんて，伺と
強い人なんだと思います。私も時には，これが私に与えられた運命なのだと思った日もありま
すが，やはり自分で，母親のいない不自由さがいやでした。（中略）父は私の成績にはいつも
関心がなくて，何もいいませんでした。けれどやはり，高校や大学の受験のときは，一番心配
してくれました。合格したときの， あの本当にうれしいそうな父の顔を私は一生忘れないと思
います。 私も， その時，私は父に喜んでもらえる子であったのだと，幸せに思いました。
〈学生47) （前略）生きる力のところで，40歳の若さで，ガ、ンで死んだ先生のことを思い出
しました。あの先生は，自分があと半年も生きられないと知った時，最後まで教師でいたい，
いい授業を生徒にしてあげたいと思い，死ぬほんの間近まで授業をしてくれました。ガラガラ
にやせて，立つのもやっとという感じで，食事もろくにとらないで……。今思うと，あの先生
も私達に何かとても大切なものを与えてくれて死んでいったのだと思います。
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次の学生は，「告知の日神を感じた」と題する投書欄の切り抜きの次の言葉に傍線を引き，
その上で告知についての1700字ほどの考察を加えている。「私は泣くだろう と思って， ハンカ
チを 2枚用意して行ったが，伺の動揺もなかった。ふしぎな厳粛な零囲気だった。神の臨在を
感じた。……末期の目で見る時，森羅万象は光り輝いて見える。すべてのものの価値は逆転し
て見える。……生かされていること，動けること，だれかのために何かができるということが，
どんなにありがたいことであるかがわかる。……一日一日を大切に，明日を思わず，今日を感
謝して生きていこう。「ガン告知」は私にとって，神の恵みであった。」
（学生48) （前略）自分のために生きるということは， 最終的には誰かのために生きること，
生かされているということに行きつくのではないか。 人は誰かのために生きることで幸せを見
い出すのだと思う。（中略）私も，今を生きるのに精一杯でありたい。
〈学生49) 「若いいのちの日記」の話を聞かせていただいた前日，私は知り合いのお通夜に
行きま した。亡くなった方は，私の友人の友人で，私もその方と二，三度会ったことがありま
す。死因は骨肉腫。先生にも聞いてもらいたいので，この場を少しお借り します。 ／あなたは
ほんの20年間の人生に悔いはないと言いました。／ガンを告知されても，その方が良かったと
言いました。／初めてお家に行った私を明るく快く迎えてくれました。／長い長い闘病生活を
送っても希望は捨てませんでした。／学校の文集に，自分の信念を力強く書きました。 ／子供
が大好きでした。周りの人は皆，あなたに教えられることばかりでした。／今年の成人式の着
物姿，とってもとってもきれいでした。 ／めぐちゃん／私はあなたを尊敬しています。
〈学生50) （映画 「ファミリー」を見て）（前略）10人の子供を持ち，大変ではあるけれども，
とても楽しそうな家庭に見えました。この子ども達にとって両親はかけがえのないものだった
と思います。 （中略） その母親がガンにおかされてしまったことは運命のいたずらといっても
よいと思います。自分の命があとわずかだと知ったとき，彼女は伺よりもまず子供達のことを
考えました。（中略）彼女は現実をしっかり受けとめていたと思います。10人の子供達それぞ
れの里親を，自分の手で，しかも子供の納得のいくように捜しました。直面している死に対す
る恐怖感はどれほど大きかったかわからないのに， そのような中で子供達のことを，あれほど
まで考えてあげたことは，本当に驚くほどすごいと思いました。これもまた， 夫がいてくれた
からこそだと思います。 （中略）それぞれの里親が見っかり， 家に子供達がいなくなると，ひっ
そりとして，とても淋しい感じでした。このときの母親には，自分がやるだけのことはやった
という一種の満足感があったと思います。そして， あとは死を待つだけという気持ちだったと
思います。この映画の中で，親子にも夫婦にも， そして兄弟姉妹にも共通する深い愛を見たよ
うな気がします。（後略）
(3）大いなるいのちの指導事例 一一物にはすべて命がある一一
（学生51) （愛することの2つの方法について） 「愛する」といったら，人を愛するとか，
動物を愛するということが思い浮かびます。 「ムダに浪費しないで守る」「それを働らかして生
かして使うjなどということは，「心育て」を読むまでは「愛jだとは考えても見なかった。
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〈学生52) 物や金銭への愛は，守ること，生かして使うことという 2つの条件で指導された，
とある。私は思いもよらぬ愛だと思った。生物が死んだり，生き続けたりする時の命よりも拡
大された命，生物でなくても，働きの予想されるものは，すべて命のあるもの，という考え方，
これを小学生に伝えられるというので，びっくりした。床を生きていると認めることのできた
子らは，それに気づかなかった子とは，人間らしさが随分違うと思う。（中略） 自分の体の中
だけの喜びゃ悲しみをこえて，大きく喜びゃ悲しみを意識できる自分を，小学生がうまく身に
つけている。（中略）道徳教育の大切さを感じた。生きている人間なのに亡者といういい方は
難しい。でも，それをしっかりかみくだいて理解しようとした子供達は，すごいと思う。感謝
や思いやりをもった子供がもっと増えたら，いじめや登校拒否の言葉も， 新聞紙上から消える
だろう。
〈学生53) 物には全て命があるということに共感をもちま した。実は私もそう思っていたの
です。 例えば，絶対に，道路にガムを捨てれませんでした。それは，道路に怒られると，真剣
に思っていたからです。子どもは，純粋な気持ちで，そう思えるのですね。今，そんな事を言
うと，他の大人に冷たい目で見られるような気がします。本当は，みんなにも，わかつてほし
いことだと思います。
〈学生54) （前略）例えば，今まで、使っていた歯ブラシ，割れた茶椀，古くなった洋服…・・
捨てるときは，いつも「今までありがとう」と言って捨てていた記憶があります。もちろん，
今もそうしています。
〈学生55) 守り使う生命というものには，人間より長生きするものがあります。（中略）人
より長生きするものを守り使うという ことは， 文化の伝達といえると思います。 愛の2つの条
件は， 文化の発展（使う）と伝達（守る）だと感じます。
〈学生56) 投書に「この肉になった動物は，私に食べられるために死んだんだ，だから残し
ちゃいけないんだと思った。自分のぜいたくのためだけに動物を殺さないでほしい。その動物
は浮かばれない。ある生命を食べて生きていくことで，その生命を未来へつなぐことができる
んだと思います。」とありました。（中略）日本人は「勿体ない」という心をもっています。そ
れは，小さな生命を身を慎んでいただくことによって（よく食べ物を神棚に供えてから食べる
などありますね），大いなる生命として，それはますます生かされ，そのエネルギーで，人や
物や社会に役立つことをする，という観念があったからではないかと思います。 日本人は見え
ないもの，たとえばいろいろな物の中に「いのちjを感じることができるのではないかという
ことを，（ケント・ギルバードの言葉から思い出して）非常に感じ，その心を大切にしていき
たいと思いました。
(4）平和の求め方 一一戦争，人口，環境，民族，世界化を巡って一一
(5）宗教的生活の 5条件
3 生命はどこから来てどこへ行くか
これにかかわる学生の反応も実に多様である。 他日まとめる機会をもちたい
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4 「渡る世間に鬼はない」ということ 一一問われる人間観一一一
いのちを深く考えるとき，どうしても人間観にいきつく。マスコミに耳目を奪われている昨
今のわれわれ大衆の多く は，マスコミの与える言葉や印象をそのまま受けとめて，それで真実
がわかったような気にさせられる危険がある。それは，人間観をも大きくゆがめられてしまう
危険を含み持っと思われる。それに対応できる教師を育てることは，今，緊要な課題である。
その点を「オニの教頭 ［エサ足りぬJていう見出しの新聞記事に反応した学生の感性を出発
点にして考察してみよう。
〈学生57) 私も小学校の時，生まれて1か月もたたない子ウサギをもらってきま した。とい
うのも，ウサギがいっぱい生まれ過ぎて「育てるのが大変で殺さなければならない」と言われ
たのです。あんなにかわいいのに殺すことなんでできない．ゲと思い，親に内緒で家に持って来
ました。（中略）何かもっと良い方法があったのではと思います。 （後略）
〈学生58) （前略） 子供達が大切にしているウサギを生きたまま埋めてしまうのは，残酷で
かわいそうなことです。子供達が，どんなに傷つき泣いたか，目に見えるようです。でも，こ
の記事の見出しは気に入りません。 教師として長い間，子供達のために働いてきた人を 「オニ」
呼ばわりするとはあんまりです。 確かに教師として，この行為は許されるものではありません
が，この見出しでは，教師の行為だけが印象づけられ，知らない人々には，本当にオこのよう
に思われます。この世界に，心の底から「オニ」と呼べる人々はいないと思います。人間とし
て生きている以上，人聞は，必ずどこかに優しい，人にほめられる部分があるはずです。
この学生の人間信頼を基調とする判断はすばらしいと思う。それで，この判断を裏付けてみ
ようと思い，他の資料に当たって見た。この出来事は鹿児島県大隅半島の小さな集落の小学校
で6月27～ 8日に起こった。 3年前に教頭になったM先生（57歳）が学校で児童と飼ってい
た15匹のうさぎのうち，生後3週間の子ウサギ6匹を近くの花壇に深さ40cmの穴を堀って生き
埋めにしたものである。 M は学級やPTA役員会でも謝罪し，波紋は収まり平常に戻った。
しかし数日後地元紙が報道し， 7月8日には全国紙に載った。県教委は7月11日付で減給3月
の徴戒処分にし，辞職願を受理した。通常加算される勧奨退職の上積金750万円も支払わない
という厳しい処分で、終った。さて， M教頭の人間像を 8月18日付時事通信から描いてみよう。
① PTAはMのまじめな人柄や教育熱心さから，教頭だけに責任を負わせるのは酷として，
緊急総会の決定により， 全校区民のほとんどに当たる630人が署名した処分軽減の嘆顧書を県
教委等に出している。② 同校の兎は4月に 9匹生まれて8匹が死に，6月に9匹生まれて3
匹が死んでおり， M は児童と一緒に埋葬している。 ③ M は鹿児島国体のブラスパンドの指
導者，町内小中学校の教頭会長，公民館活動やPTAなどの社会活動にも熱心で、，父母同僚の
信頼が厚かった（児玉教育長談）。（以下略）東北の医科大学教授の 「教頭は専門家ではなく非
観血的（血を見ずに）に土に埋める方法をとったとしても，動物虐待には相当しないJとの文
書も公表されている。一方，「アメをあげるから話してみろ」等のテレビ取材陣の行き過ぎ状
況もあったと記されている。これらを総合するとき，学生58の人間観が，このようなニュ スー
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にかかわる指導をするときの教師としては，望ましいとこであったといってよいであろう。
コンクリー卜詰め女子高生殺人の少年についても，他の学生の人間観がある。
（学生59) （前略）ニュースの中で，犯人の父親が，インタビューされても「話すことは1
つもありませんjというだけで，殺された女子高生へのすまなかったという気持ちがありませ
ん。私には最低に感じられました。だから犯人の子も苦しかったろうと思います。よい大人が
そばにいたらと思うのです。（後略）
〈学生60) シンナー遊びに走る子供の心理についてのコメントを読み，少年達の狐独感など
がどれだけのものであったかと思うと，胸がつぶれそうになります。確かにシンナー乱用は，
良いことではありません。しかし， 少年達をそこまでさせた責任を感じます。自分達は，その
子その子に 1人ずつ100%に接して，心の奥底まで愛で一杯にしてあげなければならないと思
います。（中略）子供達のために，大きな人間になりたい。（中略）どんな生徒とも，ともに苦
しみ，悲しみを分かち合える教師になることを切に思います。
5 いのちを生みだす 一一恋愛，結婚，出産にかかわる者として
〈学生61) 最近， 「何のために結婚するのかなjと考えます。（中略）でも， 死ぬまで一緒に
暮す人なのに「なんとなく」で決めていいのかなと思います。でもまた，理想が全部かなう人
だっていないであろう。 何かを犠牲にしなくてはいけないですよね。やはり結婚は「かけJで
しょうか。（中略）楽しいこともあるけれど，苦労の方が多いですよね。それなのに，なぜ結
婚するのでしょうか？。どう思ったら結婚すればいいのでしょうか。
この課題には十二分に誠実な考察と回答をと努めたのもであった。紙数が尽きたので他日を
期さなければならないが，いのちにかかわる最重要な事項のひとつといえよう。
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